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中期経営計画E-Plan2019進捗について 中期経営計画E-Plan2019進捗について

E-Plan2019では「利益」を重視し、全ての事業で収益性をさらに向上させていくことを目標としています。中でも荏原 

グループの創業からの事業であり、売上規模が最大のポンプ事業の利益率向上がE-Plan2019で最も注力すべき 

テーマとなります。 参 照  E-Plan2019：https://www.ebara.co.jp/about/ir/information/management/index.html

E-Plan2016 E-Plan2019

1年目の目標は達成。9か月決算の影響により売上高水準は減少したが、
2017年12月期はほぼ計画通りに推移

施策は順調に進捗し全社の売上高営業利益率は計画を上回ったが、課題もある

ROIC 8.0%以上の目標達成に向け、「資本効率」をより重視しながら引き続き収益性の拡大に取り組む

当社グループの収益基盤を市況変動によらない強固なものとし、さらなる成長を図る

全自動化工場を核として生産プロセスと 

業務プロセスの刷新を図り、 
製品競争力強化と収益性改善を実現する

収益性の改善と安定化のために 

サービス&サポート事業を拡大する

安定した成長と収益が期待できる事業においては、 
海外市場シェア向上と製品ラインアップ拡充を目的として、 
市況変動の影響を大きく受ける事業においては、 

サービス＆サポート事業の領域拡大を目的として、M&Aを有効な手段として活用する

各事業のグローバル展開を支えるため、 
コーポレートの戦略的機能を強化するとともに、 

全グループにおいて定常的な業務の集約・効率化を図る

E-Plan2019期間内に確実に 

成果を出すための基本方針

「基本方針1」を実現するための 

より具体的な2つの方針

M&Aの基本方針

事業を足元から支える 

コーポレート部門の基本方針

基本方針3  主要事業別のS&S売上高の推移

初年度の総括

2年目以降に向けて

グループ基本方針の構造

基本方針1  収益基盤の強化

ポンプ事業

コンプレッサ・ 

タービン事業

冷熱事業

その他

環境プラント事業

精密・電子事業

ROIC

8.0%以上
売上高営業利益率

9.0%以上*

風水力事業 8.5%以上

　ポンプ事業 8.0%以上

　コンプレッサ・タービン事業 11.0%以上

　冷熱事業 7.0%以上

環境プラント事業 11.0%以上

精密・電子事業 12.0%以上

* 5,000億円以上の売上高を前提としています。

ROE（効率性）
11.0～13.0%

D/Eレシオ（安定性）
0.4～0.6倍

カスタムポンプ事業、コンプレッサ・タービン事業で営業利益率が伸び悩み、ROICにも影響
■ 施策の進捗：計画通り（効果が表れるのは2年目以降）
■ エネルギー関連市場の回復： 中期経営計画策定時の見通しよりも遅れている 

自助努力によるカバーが必要

課題

売上高営業利益率の改善
■ 各事業の最新の状況に応じた施策の投入（海外事業の再構築、組織の最適化など）
■ 施策の確実な実施と深化

資本回転率の向上
■ 売上債権回転日数の短縮（カスタムポンプ事業、コンプレッサ・タービン事業、精密・電子事業）
■ 棚卸資産回転日数の短縮（標準ポンプ事業、精密・電子事業）
■ 適切なバランスシート管理（財務レバレッジの適切なコントロール）

ROICの 
向上

基本方針1

基本方針4

基本方針5

基本方針2 基本方針3

ROIC
 ROIC（左軸）　  ROE（左軸）　  D/Eレシオ（右軸）

% 倍

売上高営業利益率

% 
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9.0%以上
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